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One
特集 安曇野市議会

～政策提言

　小松前議長が、人口減少対策についての政
策検討を各常任委員会に諮

し も ん

問し、それを受けて
各委員会では調査研究を行いました。福祉教
育委員会では少子化対策をまとめ、市長に政
策提言を行いました。

人口減少対策を政策提言

　議会は、首長・執行機関を監視するとともに、政策
提言・立案を行い、首長・執行機関と切

せ っ さ た く ま

磋琢磨する
役割を担っています。市民の意思を市政に的確に反映
させるために、議会の政策提言は重要です。今後も
積極的に取り組んでいきます。

松枝　功　　内川集雄　　小林純子　〇藤原陽子　◎竹内秀太郎
猪狩久美子　小松洋一郎　平林　明

議会運営委員会

　議会報告会を改善して開催します。「市民の
意見を聴く会（仮称）」も開催したいです。ま
た、規程を作成して議会の政策形成サイクル
を明確にし、政策提言議会の実現を確かなも
のにします。学校や地域に出ていく出張議会・
出前議会も実施し、議会基本条例の見直し等
も行います。

　安曇野市議会は政策提言議会への自己改革の
途に就いたばかり。その歩みを「議会だより」
を通じて、市民の皆さんにお届けしていきます。

（後列）井出勝正　　宮下明博　　　平林　明　　内川集雄
（前列）一志信一郎　中村今朝子　〇遠藤武文　◎林　孝彦

（後列）内川集雄　　　林　孝彦　　小松洋一郎　中村今朝子
　　　  坂内不二男　　井出勝正
（前列）小林純子　　〇小林陽子　◎増田望三郎　一志信一郎

議会改革推進委員会

議会広報特別委員会

一部事務組合 等議会議員

組合議会等名称 共同行政サービス 選　出　議　員

松本広域連合
（松本市・塩尻市・安曇野市・
生坂村・麻績村・筑北村・
山形村・朝日村）

広域常備消防・介護認定
審査会・障がい支援区分
認定審査会・広域的な観
光振興など松本地域の
広域行政の推進

召田義人　　猪狩久美子
平林　明　　竹内秀太郎
坂内不二男

穂高広域施設組合
（安曇野市・池田町・松川村・
生坂村・麻績村・筑北村）

穂高クリーンセンター
（し尿処理施設・ごみ処
理施設）およびあづみ野
ランド（余熱利用施設）
の管理・運営

召田義人　　小松洋一郎
宮下明博　　平林　明
中村今朝子　林　孝彦
遠藤武文　　臼井泰彦
小林陽子

安曇野松筑広域環境
施設組合
（安曇野市・松本市・生坂村・
麻績村・筑北村・山形村）

広域豊科葬祭センター
（火葬業務）の管理・運営

召田義人　　小松芳樹
小松洋一郎　内川集雄
平林德子　　藤原陽子
増田望三郎　松枝　功
井出勝正　　一志信一郎

安曇野・松本行政事務
組合
（安曇野市・松本市）

安曇野広域排水路の管理
小松洋一郎　藤原陽子
平林　明　　臼井泰彦

松塩筑木曽老人福祉
施設組合
（松本市・塩尻市・安曇野市・
生坂村・麻績村・筑北村・
山形村・朝日村・上松町・
南木曽町・木曽町・木祖村
・王滝村・大桑村）

特別養護老人ホーム「桔
梗荘」「岡田の里」「四賀
福寿荘」「木曽あすなろ荘」
他６施設の運営

松枝　功

市長へ政策提言をする前正副議長（令和元年 10 月 15 日）
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Team!
の議会へ～

　執行機関から提出された
議案の審査はもとより、合
議体たる議会全体として市
民本位の立場から、議会独
自の政策提言や条例案など
の政策提案に取り組みます。
そのために議会一丸となり、
適切な政策提言が行えるよ
う、継続的な議会改革を進
めます。

　任期中に議会危機管理マ
ニュアルの作成と、議場等
におけるＩＣＴ化を目指し
ます。議長はじめ、全議員
の総意がないと成し得ませ
ん。まさに異体同心（体は
違えど志が同じであれば物
事が成就できる意）で議長
を支え、任期を全うします。

　付託された議案・陳情等を全委員と共に十分な
議論を尽くして、詳細かつ能率的な審査を行いま
す。先進地への視察・研修・勉強会を重ね、政策
提言を行います。市の発展、市民の幸福につなが
る委員会運営に努めます。

　前期委員会では少子化対策の政策提言をしまし
た。今期も次なる政策提言に向けてテーマを協議し、
視察・調査・研究をスタートさせています。大きな
予算を扱う委員会なのでしっかりと審査し、市民に
寄り添う委員会にしていきます。

　子育て世代の皆さんにとって、生活する上での一番の

喜びは、給料や売り上げが上がること、「懐
ふところ

が暖かくなる」
ことではないでしょうか。経済建設委員会の目標は、市
の経済や産業を元気にすることです。行政へどんどん
「明るい提言」をしていきます。

召田義人　林　孝彦　〇藤原陽子　◎平林　明
平林德子　遠藤武文　　臼井泰彦

　増田望三郎　内川集雄　　小松洋一郎　〇小林陽子
◎中村今朝子　竹内秀太郎　猪狩久美子

小松芳樹　小林純子　　〇一志信一郎　◎松枝　功
宮下明博　坂内不二男　　井出勝正

総務環境委員会 福祉教育委員会

経済建設委員会

　令和元年 10 月 25 日に第 1回臨時会が開催さ
れ、正副議長、各常任委員会等の委員が新しく
決まり、任期 4年間の後半 2年がスタートしま
した。昨年は統一地方選も行われ、地方議会の
意義・役割が議論されましたが、安曇野市議会
も政策提言を行う議会へと歩みを進め、二元代
表制の一翼を担っていきます。

議案第 47 号「監査委員の選任について」
監査委員の選任につき、坂内不二男議員とする
ことに同意した。

副議長　小 松 芳 樹議長　召 田 義 人

※議員名は各写真左から順番に記載されています。◎委員長　○副委員長
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　令和元年12月定例会が11月26日から
12月20日までの25日間開催され、令和
元年度補正予算を含む議案24件、陳情5
件が審議されました。その中から本会議で
の質疑と討論を紹介します。 12月定例会

　

不
安
や
争
い
の
最
大
の
も
の
は
、

人
間
が
つ
く
り
行
使
す
る
核
兵
器
で

あ
り
、
人
間
が
起
こ
す
戦
争
だ
。
非

戦
・
非
核
の
文
言
を
入
れ
れ
ば
注
釈

を
つ
け
る
必
要
は
な
い
。

　

非
戦
や
非
核
の
文
言
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
全
て
の
不
安
や
争
い
を
な
く
す

た
め
に
行
動
す
る
決
意
が
う
か
が
わ

れ
る
す
ば
ら
し
い
平
和
都
市
宣
言

だ
。

藤
原 

陽
子

遠
藤 

武
文

　

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
庁
内

チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
。
安
曇
野
ら
し

い
も
の
に
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

全
て
の
不
安
や
争
い
を
な
く
す
た
め

の
行
動
に
つ
な
げ
て
き
て
い
る
。

　
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
に
手

記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
上
原
良
司
の

思
い
を
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
安

曇
野
市
の
平
和
教
育
で
は
な
い
か
。

現
在
の
文
言
で
は
不
十
分
だ
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

井
出 

勝
正

小
松 

洋
一
郎

反
対
の
意
見

陳
情
第
12
号  

平
和
都
市
宣
言
の
改
定
を
求
め
る
陳
情
書

「
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
」
は
、
平
成
24
年
12
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
非
戦
・
非
核
の
文
言

を
盛
り
込
む
等
を
望
む
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
の
意
見

　

恒
久
平
和
に
つ
な
が
る
道
は
、
全

て
の
不
安
や
争
い
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
で
は
な
く
、
核
兵
器
や
戦
争
に

反
対
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
。

賛
成
の
意
見

猪
狩 

久
美
子

竹
内 

秀
太
郎

小
林 

陽
子

小
松
芳
樹

一
志 

信
一
郎

　

市
の
平
和
活
動
は
、
宣
言
に
も
と

づ
き
、
非
戦
・
非
核
も
含
め
て
実
践

さ
れ
市
民
に
根
付
い
て
き
た
。
安
曇

野
ら
し
い
平
和
宣
言
だ
。

　

非
戦
・
非
核
が
宣
言
文
に
盛
り
込

　

非
核
・
反
戦
の
文
言
を
盛
り
込
ん

だ
修
正
案
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

が
、
否
決
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ

れ
か
ら
ま
だ
数
年
で
あ
り
、
今
は
改

定
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
。

　

宣
言
文
の
注
釈
で
も
、「
全
て
の

不
安
や
争
い
」
に
は
核
兵
器
や
戦
争

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

不採択

　

子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、
非
核
や
反
戦
と

い
う
言
葉
が
し
っ
か
り
と
出
て
い
る

の
に
、
宣
言
文
に
反
映
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
残
念
だ
。
改
め
て
深
く
平
和

を
考
え
る
議
論
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

旧
５
町
村
の
平
和
都
市
宣
言
の
精

神
を
継
承
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、「
全

て
の
不
安
と
争
い
を
な
く
す
」
は
矛

盾
を
含
ん
だ
表
現
で
あ
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
に
は
戦
争
も
核
兵
器
も
な

く
す
決
意
を
語
る
力
が
あ
る
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

増
田 

望
三
郎

臼
井 

泰
彦

安曇野市平和都市宣言 ( 現宣言には非戦・非核の文言はない )

ま
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
。
現
在

の
宣
言
文
を
大
切
に
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
非
戦
・
非
核
を
掲
げ
た
「
非

核
都
市
宣
言
」を
別
に
作
成
す
べ
き
。
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で決めました 審議した結果および　　　　　　 　　　  賛否が分かれた議案等

②
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
」
と
は

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
な
ど
に
運
営
を

ま
か
せ
る
こ
と
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
「
一
部
事
務
組
合
」
と
は

　

近
隣
の
市
町
村
等
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
組
織
で
す
。

議
案
の
質
疑

議
案
第
69
号  

令
和
元
年
度

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
71
号  

明
科
南
認
定

こ
ど
も
園
建
設
事
業
建
築

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

補正前の予算額   →
421億6,400万円　

補正予算
審議 補正額（増額）→  

1億1,000万円　
 補正後の予算額
422億7,400万円

可　決令和元年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号・第４号）

議案第59号・第69号

当
初
の
契
約
額
、
出
来
高
を
確

認
し
た
う
え
で
の
契
約
解
除
時

の
契
約
額
は
。

下
請
け
業
者
等
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
発
注
の
仕
方
を
要
望
す

る
が
、
そ
の
取
り
扱
い
は
。

答答 問問
請
負
契
約
額
は
６
億
６
９
６
０

万
円
で
、
契
約
解
除
時
の
検
査

を
11
月
26
日
に
行
い
、
支
払
額

を
確
定
し
た
。
出
来
高
は
本
議

案
の
予
定
価
格
に
影
響
が
あ
る

の
で
公
表
は
で
き
な
い
。

工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
、
下

請
け
要
件
ま
で
指
定
し
て
い
な

い
。
元
請
と
下
請
の
関
係
は
双

方
で
判
断
し
て
も
ら
う
。

　

議
案
第
71
号
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
付
託
省
略
に
対
し
て

異
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決

し
た
結
果
、
総
務
環
境
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、審
査
し
ま
し
た
。

難しい用語を
少しだけ解説します！

解 

説
コ
ー
ナ
ー

② ①

ページへページへ

ページへページへ

８８

３３

ページへページへ９９

4
安曇野市議会だより    第 57号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2020. 2. 5



安
曇
野
市
立
認
定
こ
ど
も

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議案第54号

令
和
元
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

議案第59号

・
陳
情
と
は
、
市
の
発
展
や
市
民
に
貢
献
す
る
内

容
な
の
か
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
市
民
の

声
を
大
切
に
、
支
援
や
応
援
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。

・
10
年
20
年
の
期
間
の
中
で
、
市
の
た
め
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
な
る
の
か
、
質
の
あ
る
議
論
が

必
要
だ
。

・
地
域
の
教
育
、
人
材
育
成
、
ま
ち
づ
く
り
に
係

る
地
域
の
高
等
教
育
機
関
が
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
し
っ
か
り
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
、
地
域
と
と
も
に

歩
ん
で
い
る
高
校
だ
。
農
業
高
校
と
し
て
食
の

教
育
拠
点
、
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
が
変
わ
る

中
、
農
業
高
校
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

・
高
校
改
革
実
施
方
針
で
は
、
２
０
３
０
年
の
旧

南
安
曇
農
業
高
等
学
校

の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書

陳情第11号

令和２年に創立 100 周年を迎える
南安曇農業高等学校

福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
６
件
と

陳
情
１
件
を
12
月
13
日
に
、
追
加
議
案
２
件
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓　

11
通
学
区
の
中
学
卒
業
者
数
は
２
０
１
７
年
と

比
べ
約
８
割
に
減
じ
、
中
学
卒
業
者
の
公
立
高

校
へ
の
進
学
状
況
も
約
６
割
に
な
る
。
将
来
を

考
え
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
が

生
き
抜
く
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
勉
強
し
研
究

し
た
い
の
で
継
続
審
査
と
し
た
い
。

意
見
と
し
て

明
科
南
認
定
こ
ど
も
園
の
避
難
訓
練
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施
設
「
ひ

ま
わ
り
」
が
明
科
南
認
定
こ
ど
も
園
の
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
。
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
早
め
に
避
難
が
で
き
る
訓
練
を
進
め
て

い
る
。

答 問
出
産
一
時
金
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る
。
当

初
予
算
の
精
度
が
求
め
ら
れ
る
が
。

入
浴
割
引
券
交
付
事
業
で
、
７
２
０
万
円
の

補
正
は
、
利
用
者
が
増
え
た
か
ら
だ
と
思
う

が
、
前
年
と
比
較
し
た
状
況
を
伺
う
。

平
成
28
年
度
、
29
年
度
、
30
年
度
と
出
産
一

時
金
の
支
払
い
額
が
減
少
し
て
い
た
。
し
か

し
出
産
が
増
え
た
た
め
、増
額
補
正
と
し
た
。

平
成
30
年
度
の
対
象
者
は
２
万
３
９
３
３

人
で
、
本
年
９
月
時
点
で
は
、
対
象
者
が

２
万
４
６
０
３
人
。申
請
者
も
増
え
て
お
り
、

増
額
補
正
を
し
た
。

答

答

問

問

採
決
の
結
果
、
賛
否
同
数
と
な
り
、
委
員
会
条

例
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
長
が

裁
決
し
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

と
ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９９
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総
務
環
境

明
科
南
認
定
こ
ど
も
園

建
設
事
業
建
築
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

議案第71号

安
曇
野
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

議案第51号議案第69号
「
震
災
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
日

帰
り
入
浴
等
の
無
料
招
待
を
受
け
て
当
該
施

設
の
浴
場
に
入
湯
す
る
被
災
者
」と
あ
る
が
、

確
認
は
ど
う
す
る
の
か
。

委
員
会
付
託
を
省
略
せ
ず
、
詳
細
な
審
議
を

行
っ
た
。
途
中
で
契
約
解
除
し
て
新
し
く

契
約
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る

が
、
経
営
の
検
証
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

安
曇
野
市
以
外
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答

答

答 問

問

問

工事が再開された明科南認定こども園
（令和元年 12 月 27 日撮影）

安曇野市走行ルート

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
５
件
と
陳
情
３
件
を
12
月

12
日
に
、
追
加
議
案
４
件
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

旅
館
等
の
施
設
が
自
主
的
に
行
う
も
の
で
、

ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
か
を
確
認
す
れ
ば

よ
い
と
考
え
、
そ
の
段
階
で
対
応
す
る
。

県
で
経
営
審
査
事
項
等
の
審
査
を
行
っ
た

上
で
格
付
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
財
務

状
況
に
つ
い
て
は
、
県
の
審
査
に
従
う
も
の

を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

対
象
の
施
設
で
市
外
の
方
も
受
け
入
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、課
税
の
免
除
と
な
る
。

契
約
解
除
の
違
約
金
は
、
契
約
金
の
10
％
で

あ
る
。
契
約
解
除
の
時
点
で
例
え
ば
９
割
方

の
工
事
が
済
ん
で
い
て
も
、
10
％
は
変
わ
ら

な
い
の
か
。

答 問
工
事
が
続
行
不
可
能
の
場
合
に
発
生
す
る
も

の
。
約
款
に
よ
り
９
割
で
あ
っ
て
も
違
約
金

の
割
合
は
変
わ
ら
な
い
。

　東京2020オリンピック聖火リレーが、3月26
日から7月24日にかけて全国47都道府県を回り、
長野県内は4月2日、3日の2日間に行われます。
安曇野市内は、４月３日に豊科近代美術館から
県道安曇野インター堀金線上の交差点付近までの
約2.4キロ区間で、十数人のランナーが走る見通
しです。市内ルートのうち、出発点と終着点で
歓迎イベントを行うほか、沿道からランナーを
応援し、安曇野を国内外に紹介します。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９９
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12 月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

27 号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告につい
て（水路敷内赤松の幹折損事故）

受理28号
地方自治法第180条の規定による専決処分の報告に
ついて（生活保護法第63条に基づく返還金に係る訴
えの提起）

29号 債権放棄の報告について（配食サービス利用料に係
る債権）

      産業・経済・観光・ 建設
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

55 号 安曇野市新規就農者住宅条例の一部を改正する条例

原案
可決

62号 令和元年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第２号）

63号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科
安曇野の里自然活用村施設（ビレッジ安曇野・
プラザ安曇野１階東・２階・わさび田広場））

64号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊
科安曇野の里自然活用村施設（あづみ野ガラス工房・
あづみ野第２ガラス工房））

65号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科農産物
加工交流センター）

66号 市道の認定について

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52 号 安曇野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決

53号 安曇野市ひめこぶしの家条例の一部を改正する条例

54号 安曇野市立認定こども園条例の一部を改正する
条例

60号 令和元年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

61号 令和元年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

70号 和解について

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

6 号 安曇追分駅完全無人化を再検討頂くための陳情 採択

9号
安曇野市情報公開条例第1条（目的）には、「（市民の）
知る権利」及び「（市の）説明責任」という理念が規定
されていないので、早急にその見直しを求める陳情書

継続
審査10号

安曇野市情報公開条例における情報公開決定期限は、
長野県内の市町村の中で最も長い期間となっている
ので、その見直しを求める陳情書

11号 南安曇農業高等学校の存続を求める陳情書

12号 平和都市宣言の改定を求める陳情書 不採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

48 号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備
に関する条例

原案
可決

49号 安曇野市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
改正する条例

50号 安曇野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例

51号 安曇野市税条例の一部を改正する条例

59号 令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

67号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

68号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例

69号 令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

71号 明科南認定こども園建設事業建築工事請負契約
について

     上下水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

56 号 安曇野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例

原案
可決57号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例

58号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議案第55号 安曇野市新規就農者住宅条例の一部を改正する条例 12／20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第70号 和解について 12／20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ 議

陳情第12号 平和都市宣言の改定を求める陳情書 12／20 不採択 × ○ ○ × × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○ × × × 議

賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名
議案名

令和元年  12 月定例会

７ページ「議案第 16 号　令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）」の可決のスタンプ
　[ 誤 ] 全員賛成→ [ 正 ] 賛成多数　お詫びして訂正します。

第56号の訂正

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

７７

６６

７７

    

ページへページへ８８

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

7.87.8

4.64.6

4.64.6

ページへページへ８８

ページへページへ５５
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再
委
託
が
解
消
さ
れ
る
の
は
よ
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
指
定
管
理
の
実
態
か
ら
す
る
と
、
特
に
喫
茶

部
分
の
運
営
に
関
し
て
は
、
公
社
の
直
営
と
し
て

も
厳
し
い
運
営
状
況
に
は
変
わ
り
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
反
対
す
る
。

　

再
委
託
を
や
め
て
直
営
と
し
て
も
、
公
社
に
は

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。
今
回
に
限
っ
て
通
常

５
年
の
指
定
期
間
を
３
年
と
区
切
っ
て
、
運
営
状

況
を
確
認
す
る
形
で
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
判
断
を
認
め
賛
成
す
る
。

小
林 

純
子

小
松 

芳
樹

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

安
曇
追
分
駅
完
全
無
人

化
を
再
検
討
頂
く
た
め
の

陳
情

議案第59号

陳情第６号

議案第63号

１階プラザ安曇野、２階チロル、
東側はビレッジ安曇野

経
済
建
設

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
10
件
と

陳
情
１
件
を
12
月
16
日
に
、
追
加
議
案
１
件
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

安
曇
野
の
里
の
指
定
管
理
業
務
の
費
用
に
関

す
る
債
務
負
担
補
正
に
つ
い
て
、
喫
茶
部
分

の
再
委
託
を
や
め
て
直
営
に
す
る
と
の
こ

と
。
現
委
託
事
業
者
は
赤
字
経
営
で
あ
り
、

こ
の
事
業
者
が
豊
科
開
発
公
社
の
社
員
と

な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
経
営
に
携
わ
る
こ
と
に

は
疑
問
が
あ
る
。

喫
茶
部
分
が
豊
科
開
発
公
社
の
直
営
に
な
る

と
は
い
え
、
現
事
業
者
が
引
き
続
き
運
営
し

て
い
く
と
、
直
営
と
言
え
る
の
か
。

答

答

問

問

こ
れ
ま
で
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
同
じ
事
業
者
に
引
き
受
け
て
も
ら

え
る
方
法
を
と
っ
た
。

現
事
業
者
が
豊
科
開
発
公
社
の
社
員
等
の
扱

い
に
な
る
の
で
、
再
委
託
は
解
消
さ
れ
る
。

豊
科
開
発
公
社
へ
指
定
管
理
を
さ
せ
て
い
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

答 問
公
社
は
重
柳
地
区
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、

地
元
農
産
物
の
提
供
や
都
市
と
の
農
業
体
験

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
非
常
に
良
好
な
関
係

が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

小
林 

純
子

反
対
の
意
見

　

運
営
の
課
題
を
認
識
し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
す

努
力
に
期
待
し
て
、
賛
成
す
る
。

一
志 

信
一
郎

賛
成
の
意
見

　

こ
れ
ま
で
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
個
人
事
業

者
と
豊
科
開
発
公
社
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掛
け
合

わ
せ
た
今
後
の
運
営
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

坂
内 

不
二
男

賛
成
の
意
見

　

二
度
の
継
続
審
査
を
経
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

行
政
よ
り
、
市
内
６
駅
の
乗
車
券
類
の
発
売
業

務
等
を
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
、
４
月

以
降
は
、
試
行
期
間
と
し
て
改
札
時
間
等
の
縮
小

を
し
な
が
ら
検
証
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

答 問
市
と
し
て
は
、
６
駅
で
約
５
３
０
万
円
の
経

費
負
担
を
す
る
。

駅
の
無
人
化
に
よ
っ
て
地
域
の
防
犯
等
の
環

境
の
悪
化
が
懸け

ね

ん念
さ
れ
る
が
、
市
や
Ｊ
Ｒ
は

何
ら
か
の
対
策
・
予
算
を
考
え
て
い
る
か
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
安
曇
野
市
豊
科
安
曇
野
の
里
自
然
活
用

村
施
設
（
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
・
プ
ラ
ザ
安

曇
野
１
階
東
・
２
階
・
わ
さ
び
田
広
場
））

　

再
委
託
が
解
消
し
て
も
、
実
態
は
こ
れ
ま
で
の

再
委
託
の
運
営
と
変
わ
り
な
い
の
で
、反
対
す
る
。

と
ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９９

４
ペ
ー
ジ 

解
説
コ
ー
ナ
ー
②
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介護施設でのレクリエーション

黒沢川調節池の工事始まる

市民に寄り添う市政に

日本共産党安曇野市議団  　猪　狩　久美子

市内河川の洪水対策は
万全か

自民安曇野  　小　松　洋一郎

報
伝
達
方
法
が
重
要
だ
。
防

災
意
識
の
高こ

う
よ
う揚

に
タ
イ
ム

リ
ー
な
防
災
講
演
や
Ｃ
Ｏ

２
削
減
に
取
り
組
み
た
い
。

　

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

と
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
拡
大

が
で
き
な
い
か
。

総
務 

浸
水
想
定
区
域
の
設
定
を

「
１
０
０
年
に
一
度
」
か
ら

「
１
０
０
０
年
に
一
度
」
に
変

更
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

令
和
２
年
度
改
定
す
る
。
防

災
ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は
10
％

未
満
で
あ
る
が
、
補
助
制
度

を
延
長
し
普
及
に
努
め
る
。

　

問 

ア
ク
ア
ピ
ア
安
曇
野
が
あ
る
、

徳
次
郎
区
の
堤
防
改
修
工
事

は
最
優
先
で
は
。

建
設 

犀
川
の
堤
防
が
部
分
的
に
完

成
し
て
い
な
い
、
睦

む
つ
み
ば
し橋

上
下

流
、
徳
治
郎
地
区
、
木
戸
地

区
の
整
備
事
業
は
、
犀
川
期

成
同
盟
会
の
最
重
要
箇か

し

ょ所
と

し
て
堤
防
拡
幅
、
築ち

く
て
い堤

の
新

規
事
業
化
を
毎
年
、
国
土
交

通
省
に
要
望
し
て
い
る
。

　

問 

黒
沢
川
調ち

ょ
う
せ
つ
ち

節
池
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況

と
完
成
時
期
お
よ
び
赤
沢
橋

の
道
路
改
良
を
伺
う
。

建
設 　
調

節

池
は
赤

沢

橋

上

用
す
る
形
状
と
し
、
赤
沢
橋

を
改
修
す
る
と
と
も
に
市
道

前
後
の
急

き
ゅ
う
こ
う
ば
い

勾
配
を
解
消
す
る
。

　

問 

温
暖
化
防
止
対
策
の
取
り
組

み
は
。

生
活 

市
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
取

り
組
み
は
58
施
設
に
拡
大
し
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
は
対
前
年
度

目
標
値
に
対
し
２
・
88
％
削

減
さ
れ
、成
果
を
出
し
て
い
る
。

政
策 

路
線
バ
ス
の
導
入
は
、
路
線
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
運
行
経

費
の
両
面
か
ら
研
究
し
、
２
月

の
公
共
交
通
協
議
会
総
会
で

報
告
す
る
予
定
。

　

問 

学
び
の
改
革
に
よ
り
魅
力
あ

る
高
校
の
将
来
像
と
再
編
成

の
考
え
方
は
。

市
長 

高
校
改
革
に
つ
い
て
は
、
県
教

委
が
丁
寧
な
意
見
聴
取
に
努

め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
は
、

定
員
割
れ
を
起
こ
さ
な
い
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
邁ま

い
し
ん進

し
て
ほ
し
い
。
地
域
活
性
化
の

た
め
市
内
４
校
は
存
続
さ
せ

た
い
。

に
ど
う
推
進
、
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

市
長 

職
員
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち

な
が
ら
、
前
例
、
先
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
短
期
間

で
効
果
が
創
出
で
き
る
積
極

的
に
強
化
す
べ
き
12
施
策
と
、

最
適
化
に
向
け
て
見
直
す
べ

き
３
施
策
を
決
定
し
て
い
る
。

市
民
福
祉
向
上
の
た
め
の
、

費
用
対
効
果
の
高
い
事
業
を

進
め
る
仕
組
み
が
整
っ
た
。

　

問 

行
政
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
こ

と
は
、
職
員
を
削
減
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

総
務 

仕
事
の
整
理
、
組
織
の
見
直

し
で
、
職
員
の
削
減
は
考
え

て
い
な
い
。

　

問 

国
や
県
の
補
助
制
度
を
的
確

に
把
握
し
、
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
は
よ
い
が
、
打
ち

切
ら
れ
た
例
、
継
続
さ
れ
て

い
る
例
は
あ
る
か
。

財
政 

新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
で

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
当
初
予
算
で
は
充あ

て

る
予
定
だ
っ
た
が
、
交
付
額

の
減
少
、
内
示
割
合
が
減
少

し
た
こ
と
か
ら
、
旧
合
併
特 　

問 

令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
制

度
改
正
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
有
料
化
が
先
送
り
と
な
っ

た
。
居
宅
介
護
支
援
の
目
的
、

役
割
、
重
要
性
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

保
健 

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
要
介
護
者
、
家
族

の
要
望
を
含
め
、
総
合
的
に

判
断
し
て
作
ら
れ
る
計
画
書

だ
。
有
料
化
の
導
入
は
す
ぐ

に
実
施
は
さ
れ
な
い
が
、
１
割

負
担
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
介

護
度
に
よ
っ
て
月
４
０
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
程
度
の
自
己
負

担
が
発
生
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。

　

問 

市
で
は
３
カ
所
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、

相
談
内
容
は
世せ

そ

う相
を
反
映
し

て
複
雑
な
内
容
も
少
な
く
な

い
し
、
解
決
が
困
難
な
事
例

も
あ
る
。
身
近
な
セ
ン
タ
ー

と
し
て
旧
５
地
域
全
部
に
設

置
で
き
な
い
か
。

保
健 

数
の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

県
任
せ
で
よ
い
の
か

高
校
再
編
成
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会派代表質問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

児童相談所全国共通ダイヤル
189 啓発ポスター

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
!!
○
会
派
代
表
質
問
（
10
〜
12
ペ
ー
ジ
）

○
一
般
質
問
（
13
〜
19
ペ
ー
ジ
）

12月
定例会

　

問 

安
曇
野
市
一
般
会
計
決
算
の

民
生
費
は
、
平
成
25
年
度

27
％
か
ら
平
成
30
年
度
32
％

へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
上
昇

に
歯
止
め
と
、
人
口
減
少
の

克
服
を
目
指
す
宮
澤
市
長
の

施
政
方
針
を
伺
う
。

市
長 

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口

が
減
少
し
、
民
生
費
、
医
療
費
、

福
祉
費
、
教
育
費
等
は
伸
び

る
一
方
だ
。
国
が
保
障
制
度
を

し
っ
か
り
つ
く
り
、
国
民
等
し

く
同
じ
制
度
で
暮
ら
せ
る
こ

童
虐
待
の
通
報
、
相
談
を

24
時
間
受
け
付
け
る
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
「
い
ち
は
や
く
」
の

利
用
の
周
知
に
向
け
て
啓
発
、

民
生
児
童
委
員
、
園
長
会
、

校
長
会
お
よ
び
教
頭
会
に
も
、

虐
待
防
止
に
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　

問 

里
親
の
委
託
率
向
上
に
向
け

た
市
の
取
り
組
み
は
。

福
祉 

里
親
の
募
集
と
制
度
の
周
知

を
図
る
た
め
、
市
広
報
紙
へ

　

問 

離
職
率
の
高
い
介
護
従
事
者

の
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
。

保
健 

切
実
な
問
題
だ
と
捉と

ら

え
、
介

護
保
険
事
業
所
連
絡
協
議
会

に
て
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、

相
談
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
安
曇

野
市
の
財
政
の
あ
り
方
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
低
所
得

者
層
に
目
配
り
を
し
、
一
定
の

受
益
者
負
担
は
求
め
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
。
財
政
面
か

ら
し
て
、
１
自
治
体
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　

問 

子
ど
も
の
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
状
況
を
伺
う
。

福
祉 

虐
待
の
相
談
91
件
、
虐
待
の

疑
い
41
件
、
小
学
生
・
中
学

生
に
関
す
る
も
の
18
件
、
児

の
情
報
掲
載
、
地
区
回
覧
な

ど
を
実
施
し
、
里
親
制
度
へ

の
関
心
、
理
解
が
広
が
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。

　

問 

核
家
族
が
増
え
、
結
果
と
し

て
財
政
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
教
育
、
子
育
て
、

介
護
、
農
業
等
と
多た

き岐
に
わ

た
る
問
題
が
あ
る
。
問
題
解

消
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
三
世
代
同
居
（
多
世
代
同

居
）
を
提
案
す
る
が
。

政
策 

都
会
か
ら
戻
っ
た
家
族
が
祖

父
母
と
同
居
す
る
と
い
っ
た
事

例
が
増
え
る
こ
と
で
、
定
住
施

策
と
し
て
は
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
補
助
制
度
を
持
っ
て

い
る
松
本
市
の
支
援
事
業
の

研
究
を
す
る
。

市
長
の
施
政
方
針
は

（
命
と
絆
、
介
護
に
つ
い
て
）

政
和
会  　

内　

川　

集　

雄

　

問 

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
予
算

編
成
方
針
で
は
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
予
算
編
成
を
し
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組

む
と
い
う
が
、
市
民
の
た
め

　

問 

台
風
19
号
の
教
訓
か
ら
の
認

識
は
。

市
長 

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
消

防
団
Ｏ
Ｂ
の
協
力
や
地
域
防

災
体
制
強
化
、
的
確
な
情

流
、
黒
沢
川
左
岸
に
延
長
約

３
３
０
ｍ
、
幅
員
90
～
１
３
０

ｍ
、
深
さ
15
ｍ
で
令
和
元
年
度

よ
り
着
工
し
７
年
程
か
か
る
。

調
整
池
の
堤
防
と
市
道
を
兼

例
事
業
債
の
借
入
額
を
増
額

す
る
と
と
も
に
、
一
般
財
源

を
充
当
し
た
事
例
が
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
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問 

令
和
２
年
４
月
３
日
の
聖
火
リ
レ
ー
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
政
策
は
。

市
長 

ま
た
と
な
い
祭
典
を
全
市
挙
げ
て
歓
迎

し
、
市
民
の
心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
。
特
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
応
援
旗
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
多

く
の
市
民
の
参
加
で
聖
火
リ
レ
ー
を
盛

り
上
げ
た
い
。
11
月
１
日
に
聖
火
リ
レ
ー

安
曇
野
市
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
ま
ち
安
曇

野
を
全
国
・
世
界
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
カ
ヌ
ー

チ
ー
ム
を
応
援
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

聖
火
を
迎
え
る
基
本
的
な
考
え
は
。

教
長 

市
役
所
内
部
に
部
長
級
職
員
に
よ
る
庁

内
推
進
本
部
、
若
手
職
員
に
よ
る
部
会

を
設
置
。
庁
内
各
部
署
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
計
画
等
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
第
１
回
実
行

委
員
会
に
お
い
て
、
企
画
案
と
し
て
説

明
す
る
。

　

問 

出
発
地
点
・
終
着
地
点
・
沿
道
等
で
の
開

催
行
事
等
の
市
民
参
加
は
。

教
部 

現
在
、
小
・
中
学
校
校
長
会
、
区
長
会

等
に
応
援
に
つ
い
て
要
請
中
。
実
行
委

員
会
で
企
画
案
等
検
討
中
。
沿
道
で
は
、

応
援
旗
等
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し

た
い
。
環
境
美
化
は
、
沿
道
の
皆
さ
ん

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

第
56
号
の
訂
正

 

令
和
元
年
11
月
６
日
発
行
の
議
会
だ
よ

り
第
56
号
11
ペ
ー
ジ
「
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
」
に
対
す
る
教

育
長
答
弁
は
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
の
問
題
は
公
共
施
設
等
再
配
置

計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
」
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
成
功
を

聖火リレー最終地点（中堀東）予定地

自民安曇野
一志 信一郎

横内　桜
お と や

都弥さん
（穂高西中）

臼井　凛
りん

華
か

さん
（堀金中）

一 般 質 問市政のここが聴きたい!!12月
定例会

　令和元年11月４日に市議会本会議場において中学生議会が開かれました。14人の中学生議員の瑞
みずみず

々しい提案に我々
議会も大いに学ぶところがあります。中学生議員の皆さん、将来の議員も目指してくださいね！

質問１） 安曇野市への思いは？
質問２） 市議会への思いは？
質問３） 将来の夢は？
質問４） 将来議員になりたい？
質問５） 中学生議員はどうでしたか？

中学生議会 ! ２人の議長にインタビュー

１）市の関係者だけでなく、
私たち皆で解決策を考え
ることが大切だと思った。

２）意見を聞く際は大人だけ
でなく小中学生にも聞い
てほしい。

３）医療関係で働きたい。

４）自分の考えを発信し、共
感される仕事。やり甲

が い

斐
があると思った。

５）夏休みもインタビューす
るなど半年かけて大変
だったが、貴重な体験だっ
た。

１）他県・他市の人たちにも
愛されるような安曇野市
にしていきたい。

２）未来に残っていく政策を
作ってほしい。

３）人に喜んでもらえるよう
な人になりたい。

４）市民のために働ける仕事
だと分かったので、でき
ればなってみたい。

５）一生に一度で良い体験
だった。
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真々部配水池

防災・減災について

公明党  　藤　原　陽　子
　

問 

停
電
時
の
場
合
の
水
の
確
保

は
。

水
道 

ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
る
た
め
、

配
水
池
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る

水
が
な
く
な
れ
ば
断
水
と
な

る
。
拠
点
配
水
池
の
８
カ
所
の

う
ち
、
真
々
部
配
水
池
と
高

家
配
水
池
は
、
非
常
用
自
家

発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る

の
で
、
長
期
間
の
停
電
時
で
も

水
の
確
保
が
可
能
。
た
だ
し
、

取
水
水
源
が
少
な
い
た
め
給

水
制
限
は
必
要
。
そ
の
他
の
施

設
は
、
お
お
よ
そ
１
日
分
の
水

が
貯
水
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
降
は
電
力
の
復
旧
待
ち
と

な
る
。
市
内
の
部
分
的
な
停
電

で
あ
れ
ば
、
取
水
可
能
な
施

設
か
ら
の
給
水
、
お
よ
び
配
水

系
統
の
切
り
替
え
で
断
水
区

域
の
最
小
化
を
図
る
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
普
段
か
ら
水
の

確
保
を
さ
ら
に
呼
び
か
け
る
。

　

問 

水
害
を
想
定
し
た
下
水
道
施

設
の
あ
り
方
は
。

水
道 

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
の

明
科
、
川
西
、
押
野
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
３
施
設
は
、
２
メ
ー
ト

ル
以
上
５
メ
ー
ト
ル
未
満
、
中

村
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
０
・
５

メ
ー
ト
ル
以
上
１
メ
ー
ト
ル
未

満
の
浸
水
想
定
で
あ
る
。
施
設

内
の
電
気
設
備
が
浸
水
し
た

場
合
は
、
下
水
処
理
施
設
機

能
の
停
止
に
陥
る
と
予
測
。
４

処
理
場
に
つ
い
て
は
、
出
入
り

口
に
シ
ー
ト
、土
の
う
を
積
み
、

被
害
の
軽
減
を
図
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
節
水
を
呼
び
か

け
る
。
長
時
間
停
電
の
場
合
、

明
科
は
約
20
時
間
の
連
続
運

転
が
で
き
る
非
常
用
自
家
発

電
装
置
を
設
置
し
て
お
り
、
燃

料
補
給
に
よ
り
、
長
時
間
の

電
力
確
保
が
可
能
。
設
置
し

て
い
な
い
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
４
施
設
は
、
簡
易
式

７
台
を
利
用
す
る
。
１
回
の
給

油
で
お
お
む
ね
５
時
間
か
ら

20
時
間
の
連
続
運
転
が
可
能
。

今
後
、
事
前
対
策
、
被
災
し

た
場
合
で
も
下
水
道
が
果
た

す
べ
き
機
能
を
維
持
、
回
復

す
る
こ
と
を
目
的
に
非
常
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
急

務
と
考
え
る
。

　

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
は
。

総
務 

令
和
２
年
度
更
新
の
防
災

マ
ッ
プ
は
、
１
０
０
０
年
に
１

回
の
条
件
を
も
と
に
、
浸
水
想

議会だよりモニター   　    募集 !!

活動内容 ・議会だよりについての意見
 ・議会だよりに関するアンケート等に回答

定　　員    15 人程度

対　　象    中学生以上（令和２年 4月 1日時点）で、議会
    活動に関心がある市民の方

任　　期    令和２年４月１日から１年間

申し込み    2 月 28日（金）までに、申込書（議会事務局また
は議会ホームページにあります）を、持参、
郵送、ファックス、電子メールにより、議会
事務局へご提出ください。

申し込み先 安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地
   電話：0263-71-2156　ファックス：0263-71-2150
   E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬はありません。
   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表する場合
   　があります。

募集要項

議会だよりの紙
面づくりに

あなたの声を
!!

待ってます。

今までに発行した議会だより

大大

会派代表質問

定
区
域
を
表
示
す
る
。

　

問 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
改
善
は
。

総
務 

台
風
19
号
時
、
１
１
４
１
件

と
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
た
。

回
線
数
を
検
討
す
る
。
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

民
間
企
業
に
お
い
て
も
技
術
職
の
人
材

確
保
が
難
し
い
中
、
技
術
系
職
員
の
採

用
状
況
と
教
育
体
制
を
伺
う
。

市
長 

技
術
系
職
員
の
定
年
の
状
況
を
踏
ま
え
、

採
用
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
建
設
系

の
職
員
不
足
が
考
え
ら
れ
る
中
、
募
集

年
齢
制
限
を
35
歳
か
ら
45
歳
に
引
き
上

げ
た
。
４
人
の
募
集
が
あ
り
、
２
人
採

用
予
定
。
技
師
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
発

展
持
続
可
能
な
安
曇
野
市
の
た
め
、
将

来
を
担
う
優
秀
な
人
材
確
保
に
努
め
る
。

　

問 

建
設
業
界
の
活
性
化
に
よ
る
担
い
手
確

保
の
た
め
に
は
、
公
共
工
事
の
平
準
化

が
必
要
だ
。
債
務
負
担
行
為
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
予
算

の
繰
越
し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

建
設 

発
注
量
の
少
な
い
４
月
か
ら
６
月
に
お

け
る
工
事
確
保
の
た
め
、
平
成
27
年
か

ら
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

財
政 

後
年
度
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
や
事
業

効
果
な
ど
を
十
分
検
証
し
つ
つ
、
債
務

負
担
行
為
は
継
続
し
て
対
応
す
る
。

　

問 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
質
の
向
上
の
た

め
に
、
利
用
者
負
担
の
動
き
が
あ
る
が
、

市
の
見
解
と
今
後
を
伺
う
。

保
健 

国
の
動
向
に
注
視
す
る
。
現
在
も
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
が
適
切
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
点
検
事
業
を
行
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
質
の
向
上
の
た
め
に
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。

　

問 

訪
問
介
護
に
お
い
て
除
雪
を
頼
ま
れ
た

と
き
の
対
応
は
。

福
祉 

各
地
域
で
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
や
市
の
軽

度
生
活
援
助
事
業
を
紹
介
す
る
。

技
術
系
職
員
の
確
保
と
、

年
間
工
事
の
平
準
化

公明党
小松 芳樹

工事の平準化が望まれる

　

問 

百
日
咳
患
者
が
昨
年
の
５
倍
と
の
こ
と
、

本
市
の
罹り

か
ん患

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
は
計
３
名
。

教
部 

小
・
中
学
校
で
は
、
９
月
に
感
染
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
、
疑
い
も
含
め
て
34
名
。

　

問 

ワ
ク
チ
ン
効
果
が
減
少
し
青
年
、
成
人

の
感
染
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
、
そ

の
罹
患
状
況
と
注
意
点
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健 

松
本
保
健
所
管
内
で
は
、
15
歳
以
上
で

10
件
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
百

日
咳
は
感
染
力
が
強
く
、
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
が
か
か
る
と
重

症
化
し
や
す
い
。
外
出
時
の
マ
ス
ク
や

人
込
み
を
避
け
る
こ
と
、
帰
宅
時
の
手

洗
い
、
う
が
い
を
す
る
こ
と
が
大
切
。

咳
が
あ
る
時
は
早
め
の
受
診
を
。
四
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
児
は
確
実

に
接
種
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

　

問 

来
年
10
月
よ
り
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
と
な
り
、
８
月
生
ま
れ

以
降
の
乳
児
が
対
象
と
な
る
。
新
年
度

予
算
に
全
額
公
費
負
担
で
計
上
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

保
健 

国
か
ら
の
詳
細
な
情
報
を
受
け
、
予
算

化
を
含
め
て
準
備
を
し
て
い
く
。

　

問 

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

で
あ
る
。
国
か
ら
の
緊
急
虐
待
点
検
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

未
就
学
児
で
２
件
の
対
象
児
が
い
た
。

そ
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
は
継
続
支
援

を
し
て
い
る
。

教
部 

小
・
中
学
校
で
は
41
件
確
認
し
た
。
そ

の
う
ち
９
件
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

支
援
を
し
て
い
る
。

　

問 

一
部
の
自
治
体
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
相
談
体
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
本

市
で
も
導
入
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

福
祉 

効
率
的
に
運
用
で
き
る
体
制
を
整
備
で

き
る
か
も
含
め
て
、
検
証
し
て
い
き
た

い
。

子
育
て
世
代
に

寄
り
添
う
支
援
を

公明党
中村 今朝子

　

高
齢
者
の
生
活
援
助
と
介
護
事
業
に
つ
い
て
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

　

問 

防
災
減
災
の
基
本
は
、
市
民
の
い
の
ち

を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
。

市
長 

最
重
要
課
題
だ
。
公
助
に
つ
い
て
可
能

な
限
り
備
蓄
品
を
確
保
し
、
庁
内
体
制

の
構
築
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
る
。

　

問 

支
援
要
請
活
動
で
気
に
な
っ
た
点
は
。

総
務 

被
災
地
の
対
策
本
部
は
混
乱
し
て
い
た
。

災
害
対
策
本
部
の
訓
練
を
活
か
し
、
初

期
対
応
力
を
強
化
し
た
い
。

　

問 

災
害
時
の
上
下
水
道
の
電
力
確
保
は
。

水
道 

取
水
水
源
は
電
力
会
社
の
復
旧
待
ち
。

配
水
池
は
１
日
分
を
貯
水
、
以
降
は
復

旧
待
ち
。
県
の
下
水
処
理
場
は
必
要
な

電
力
を
確
保
し
て
い
る
。
非
常
用
発
電

機
が
な
い
市
の
施
設
は
、
バ
キ
ュ
ー
ム

で
対
応
し
、
節
水
を
呼
び
掛
け
る
。

　

問 

災
害
ご
み
の
対
応
、
必
要
な
用
地
は
。

生
活 

地
震
災
害
廃
棄
物
を
約
38
万
ｔ
と
推
計
。

仮
置
き
場
候
補
地
17
カ
所
約
17 

ha
を
確

保
し
、
準
備
し
て
い
る
。

　

問 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
千
年
に
一
度
の
最

大
降
水
量
で
改
定
し
、
家
庭
配
布
を
。

総
務 

国
は
平
成
28
年
度
５
月
に
千
年
に
一
度

を
公
表
。
高
瀬
川
は
11
月
に
公
表
さ
れ
、

穂
高
川
な
ど
は
ま
だ
だ
が
、
情
報
が
整
っ

た
ら
来
年
度
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

今
回
の
高
瀬
川
の
浸
水
想
定
で
は
、
新

ご
み
処
理
場
地
域
は
、
３
～
５
ｍ
お
よ

び
５
～
10
ｍ
の
浸
水
地
域
に
な
る
が
。

生
活 

６
ｍ
以
上
の
浸
水
想
定
で
、
発
電
施
設

を
２
階
以
上
に
、
ご
み
の
投
入
口
も
10

ｍ
に
し
て
被
害
対
策
を
し
て
い
る
。

　

問 

両
こ
ど
も
園
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

福
祉 

両
施
設
の
更
新
は
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
。
市
の

財
政
計
画
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
現
在

令
和
２
年
度
以
降
の
実
施
計
画
を
策
定

中
。
慎
重
に
検
討
し
早
期
に
方
向
づ
け

た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

一
刻
も
早
く
千
年
に
一
度
で

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

新ごみ処理場、浸水想定は３～10ｍになる

　

問 

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
か
ら
何
を
学
び
、

本
市
の
備
え
、
対
策
に
つ
い
て
、
部
長

会
議
で
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
さ
れ

た
か
伺
う
。

市
長 

千
曲
川
氾は

ん
ら
ん濫

で
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、

洪
水
の
発
生
が
国
・
県
・
市
町
村
な
ど

と
住
民
の
間
で
、
情
報
伝
達
や
情
報
の

共
有
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
点
は
、
本

市
で
も
教
訓
に
し
た
い
。

　

問 

本
市
は
ま
だ
市
民
に
周
知
し
て
い
な
い

が
、
国
は
平
成
28
年
に
犀
川
の
新
し
い

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
て
い

る
。
新
し
い
マ
ッ
プ
に
よ
る
浸
水
想
定

区
域
の
状
況
を
伺
う
。

総
務 

今
ま
で
50
㎝
未
満
の
浸
水
だ
っ
た
の
が
、

新
し
い
マ
ッ
プ
で
は
３
ｍ
未
満
と
な
り
、

浸
水
範
囲
も
広
が
っ
て
い
る
。
明
科
の

犀
川
橋
周
辺
で
は
５
ｍ
未
満
か
ら
10
ｍ

未
満
の
水
深
に
、
木
戸
橋
周
辺
で
は
５

ｍ
未
満
か
ら
、
10
～
20
ｍ
未
満
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

問 

本
市
の
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
は
新
し

い
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
浸
水
家
屋
の
想
定
数
に

つ
い
て
伺
う
。

生
活 

市
全
体
の
被
害
棟
数
が
床
上
浸
水

６
８
４
０
棟
、
床
下
浸
水
８
６
４
０
棟
。

　

問 

あ
づ
み
野
産
業
団
地
拡
張
で
、
熊
倉
集

落
内
の
通
行
車
両
・
事
故
削
減
を
図
る

迂
回
路
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設 
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
南
交
差
点
を
起
点
に

南
へ
進
み
、
市
道
豊
科
１
２
５
７
号
線

か
ら
市
道
１
級
２
号
線
へ
、
産
業
団
地

拡
張
地
を
終
点
と
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

〇
緑
化
フ
ェ
ア
後
の
ま
ち
づ
く
り

台
風
19
号
災
害
を
教
訓
に

し
た
防
災
対
策
に
つ
い
て

自民安曇野
竹内 秀太郎

熊倉集落迂回ルート案

熊
倉
集
落
迂
回
道
路
の
整
備
を

三
郷
東
部
・
西
部
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

国
に
事
業
促
進
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

建
設 

三
川
合
流
部
の
治
水
安
全
度
を
高
め
て

い
る
。
万よ

ろ
ず
い
が
わ

水
川
の
内
水
対
策
も
検
討
中
。

　

問 

台
風
19
号
へ
の
対
応
の
き
ち
ん
と
し
た

検
証
と
今
後
に
活
か
す
取
り
組
み
を
。

総
務 

市
の
情
報
が
市
民
に
伝
達
で
き
る
よ
う

進
め
る
。
広
域
避
難
も
対
応
を
進
め
る
。

　

問 

昭
和
58
年
台
風
10
号
の
際
の
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ケ
堰
へ

の
対
応
に
学
ぶ
洪
水
・
浸
水
対
策
を
。

農
林 

施
設
を
維
持
し
防
災
対
策
に
取
り
組
む
。

総
務 

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
情
報
を
出
す
。

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

幹
線
道
路
の
整
備
は
、
短
期
と
中
長
期

的
な
計
画
に
分
け
て
事
業
推
進
を
図
る
。

　

問 

国
道
１
４
７
号
の
拾
ヶ
堰
橋
北
交
差
点

か
ら
西
へ
の
先
線
の
建
設
の
推
進
を
。

建
設 

事
業
化
に
向
け
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　

問 

豊
科
の
防
災
広
場
北
交
差
点
の
北
の
環

状
交
差
点
を
含
む
道
路
改
良
の
促
進
を
。

建
設 

豊
科
南
穂
高
の
環
状
交
差
点
は
、
令
和

４
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

問 

充
実
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

文
書
管
理
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

教
長 

公
文
書
の
文
書
館
へ
の
移
管
を
進
め
る
。

総
務 

公
文
書
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

問 

先
人
た
ち
の
顕

け
ん
し
ょ
う

彰
、
自
治
体
史
編へ

ん
さ
ん纂

、

博
物
館
・
図
書
館
・
公
民
館
・
学
校
施

設
と
の
連
携
の
促
進
を
。

教
長 

顕
彰
、
編
纂
、
連
携
を
促
進
す
る
。

　

問 

井
口
喜き

げ

ん

じ

源
治
記
念
館
設
立
50
周
年
に
当

た
り
、
私
塾
「
研
成
義
塾
」
の
創
設
者
・

井
口
喜
源
治
の
顕
彰
の
促
進
を
。

教
部 

毎
年
、
記
念
館
に
運
営
補
助
金
を
交
付
。

台
風
豪
雨
等
で
の
河
川
の

氾は
ん
ら
ん濫
防
止
・
洪
水
対
策
を

無会派
林　 孝彦

研成義塾の創設者・井口喜源治を顕彰する
井口喜源治記念館

東
西
線
や
環
状
交
差
点
等
の
道
路
建
設

で
安
全
で
利
便
性
の
高
い
街
づ
く
り
を

安
曇
野
市
文
書
館
等
で
の
公
文

書
管
理
と
関
連
事
業
の
充
実
を

政和会
松枝 　功

　

問 

広
く
市
民
を
対
象
に
松
糸
道
路
の
説
明

会
が
４
回
開
催
さ
れ
た
。
第
３
回
目
で

は
松
糸
道
路
の
必
要
性
が
明
確
に
確
認

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
た
第
４
回
で
は
、

県
が
４
つ
の
ル
ー
ト
案
を
示
し
た
。
市

は
ど
う
捉と

ら

え
対
応
す
る
の
か
。

市
長 

道
路
網
整
備
や
産
業
観
光
振
興
な
ど
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な
道
路

と
認
識
し
、
最
適
な
ル
ー
ト
案
決
定
に

向
け
、
県
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

　

問 

４
つ
の
中
に
は
地
域
が
反
対
す
る
Ｂ

ル
ー
ト
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
三

川
合
流
部
で
の
橋
の
建
設
は
不
可
能
に

近
く
、
こ
こ
を
通
過
す
る
Ａ
ル
ー
ト
の

実
現
が
困
難
な
た
め
、
迂う

か
い回

す
る
Ｂ
ル
ー

ト
こ
そ
「
最
善
」
だ
と
説
明
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、第
４
回
の
説
明
会
で
は
、

改
め
て
地
質
調
査
を
行
っ
た
ら
、
橋
の

建
設
も
可
能
と
分
か
り
、
Ａ
ル
ー
ト
も

候
補
の
一
つ
と
し
た
と
の
説
明
。
代
替

的
に
発
生
し
た
Ｂ
ル
ー
ト
案
は
、
検
討

の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
早
め
に
下
ろ
す
よ
う

県
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

市
長 

市
と
し
て
は
、
地
元
の
要
望
を
県
に
し
っ

か
り
伝
え
る
中
で
の
、
今
回
の
提
案
だ

と
捉
え
て
い
る
。

　

問 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
社
会
と
な

り
、
公
共
交
通
充
実
へ
の
要
求
は
高
ま
っ

て
い
る
。
対
応
の
考
え
は
。

市
長 

実
績
の
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み

ん
」
を
補
完
す
る
交
通
手
段
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

問 

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
定
時
定
路
線
バ
ス

の
運
行
を
、
他
自
治
体
と
の
連
携
も
視

野
に
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

政
策 

県
の
先
導
で
、
松
本
地
域
の
市
村
を
超

え
た
公
共
交
通
の
在
り
方
の
検
討
も
始

ま
り
、
市
と
し
て
も
広
域
連
携
を
模も

さ

く索

し
て
い
き
た
い
。

朝、明科駅から穂高駅に向かう
定時定路線バス

松
糸
道
路
Ｂ
ル
ー
ト
案
は

早
期
に
撤
回
す
べ
き
で
は

定
時
定
路
線
バ
ス
の
運
行
を
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

　

問 

市
議
会
か
ら
の
人
口
減
少
対
策
の
政
策

提
言
に
関
す
る
対
応
状
況
は
。

市
長 

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
に
関
し
て
は
、

児
童
館
等
の
運
営
体
制
等
見
直
し
に
よ

る
環
境
改
善
を
さ
せ
、
事
業
展
開
可
能

だ
。
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
な
ど
で
十

分
議
論
し
た
上
で
市
の
方
向
性
を
示
す
。

福
祉 

福
祉
部
を
主
管
に
、
市
民
生
活
、
保
健

医
療
、
教
育
が
連
携
し
て
推
進
す
る
。

　

問 

子
育
て
支
援
は
、
若
い
市
民
も
参
画
し

て
事
業
活
性
化
も
期
待
で
き
る
。
市
民

参
画
の
モ
デ
ル
事
業
へ
予
算
措
置
等
の

具
体
的
推
進
を
提
案
す
る
が
。

福
祉 

区
長
や
社
協
の
協
力
に
よ
り
、
各
地
域

の
子
育
て
支
援
団
体
を
調
査
す
る
な
ど

支
援
方
法
を
検
討
す
る
。
市
民
の
声
も

聞
き
な
が
ら
何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
。

　

問 
５
カ
年
計
画
の
中
間
点
の
、
第
２
次
農

業
・
農
村
振
興
計
画
の
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
状
況
は
。

市
長 

概
お
お
む

ね
順
調
だ
。
計
画
推
進
委
員
か
ら
は
、

担
い
手
の
確
保
、
農
家
と
非
農
家
が
尊

重
し
合
う
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
関
係

人
口
の
拡
大
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
へ

の
要
望
が
あ
っ
た
。
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　

問 

都
市
圏
で
は
田
園
回
帰
の
潮
流
が
あ
る
。

本
市
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
が
。

農
林 

11
月
に
友
好
都
市
の
武
蔵
野
市
で
農
あ

る
く
ら
し
を
テ
ー
マ
に
移
住
相
談
会
を

実
施
し
た
。
農
家
民
宿
等
、
田
園
を
活

か
し
た
取
り
組
み
で
安
曇
野
フ
ァ
ン
を

獲
得
し
、
関
係
人
口
増
加
に
努
め
た
い
。

　

問 

関
係
人
口
か
ら
の
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

市
長 

農
業
と
商
工
観
光
の
連
携
等
、
今
後
し
っ

か
り
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
自
転
車
を
活
用
し
た
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

政和会
小林 陽子

より安心して子育てできる地域をめざして

子
育
て
支
援
環
境
拡
充
に

向
け
た
具
体
的
な
施
策
は

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

問 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
土
地
利

用
条
例
の
見
直
し
に
向
け
た
進し

ん
ち
ょ
く

捗
は
。

建
設 

令
和
元
年
10
月
か
ら
作
業
に
着
手
し
た
。

都
市
計
画
審
議
会
の
開
催
な
ど
、
本
格

的
に
意
見
を
聴
く
機
会
は
令
和
２
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。

　

問 

安
曇
野
市
へ
企
業
・
工
場
を
立
地
し
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
、
５
年
間
に

何
件
あ
っ
た
か
。

商
工 

延
べ
１
５
２
件
あ
っ
た
。

　

問 

多
く
の
企
業
が
安
曇
野
市
へ
進
出
を
希

望
し
て
い
る
が
、
工
業
団
地
は
満
杯
の

状
況
で
あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
工
業
系
用
地
を
明
確
に
位
置
づ

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

持
続
可
能
な
安
曇
野
市
の
た
め
に
は
自

主
財
源
の
確
保
が
極
め
て
大
切
で
、
必

要
な
部
分
の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
企
業

の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

地
権
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

問 

こ
ど
も
園
の
場
所
は
、
浸
水
想
定
５
メ
ー

ト
ル
以
上
で
、
避
難
に
は
前
川
の
橋
を

渡
る
。
何
ら
か
の
避
難
対
策
が
必
要
だ

が
、
ど
ん
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長 

大
変
大
き
な
課
題
と
捉と

ら

え
て
い
る
。
敷

地
を
60
セ
ン
チ
嵩か

さ

上
げ
し
た
。
ソ
フ
ト

面
の
対
策
と
し
て
、
適
切
な
避
難
計
画

の
策
定
と
実
行
が
重
要
で
、
策
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。
犀
川
の
堤
防
護
岸
の

強
化
等
も
図
っ
て
い
く
。
市
と
し
て
も

全
力
を
尽
く
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命

を
守
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

問 

ソ
フ
ト
面
の
防
災
は
当
然
だ
が
、
ハ
ー

ド
面
で
高こ

う
か
き
ょ
う

架
橋
が
必
要
と
考
え
る
が
。

福
祉 

過
去
に
検
討
し
た
経
過
は
あ
る
が
、
今

回
の
計
画
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
早

目
の
避
難
に
心
が
け
る
対
応
を
し
た
い
。

明科南認定こども園

安
曇
野
市
が
持
続
可
能
で

あ
る
た
め
の
施
策

自民安曇野
宮下 明博

明
科
南
認
定
こ
ど
も
園
の
避
難
対
策
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

無会派
小林 純子

　

問 

市
の
公
共
施
設
の
使
用
料
は
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
変
更
以
外
で
は
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
。
使
用
料
は
安
い
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
人
口
減
少
・

経
済
縮
小
の
今
後
は
、
財
政
的
余
裕
は

見
込
め
な
い
の
で
、
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
合
併
し
て
14
年
、
公
共
施
設
の

再
配
置
計
画
と
並
行
し
て
、
使
用
料
の

設
定
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
方
針
を
打

ち
出
す
時
期
で
は
な
い
か
。

市
長 

合
併
時
に
決
め
た
使
用
料
は
、
公
共
施

設
全
体
と
し
て
統
一
し
た
基
準
で
算
定

し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
見
直
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

総
務 

受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
、
利
用
者
と

非
利
用
者
と
の
公
平
性
に
配
慮
し
な
が

ら
見
直
し
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
施
設

の
更
新
費
用
、
維
持
管
理
に
必
要
な
経

費
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
施
設
の
設
置

目
的
を
踏
ま
え
た
統
一
的
な
算
定
基
準

で
の
試
算
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

学
校
給
食
の
理
念
や
目
的
か
ら
、
有
機

無
農
薬
栽
培
の
農
産
品
を
使
用
し
た
、

い
わ
ゆ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

教
長 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

栽
培
さ
れ
た
有
機
無
農
薬
農
産
物
を
、

子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
の
よ
さ

は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
学
校
給
食

で
は
安
定
的
な
供
給
や
価
格
の
問
題
が

あ
る
の
で
困
難
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

問 

ご
飯
を
有
機
無
農
薬
米
に
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

教
部 

有
機
無
農
薬
の
農
産
物
を
使
う
に
は
、

虫
な
ど
の
混
入
を
避
け
る
等
の
安
全
性

の
確
保
の
課
題
も
あ
り
、
有
機
無
農
薬

米
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

安曇野市の公共施設予約システムのページ

公
共
施
設
の
使
用
料
の

見
直
し
、
早
急
に
着
手
を

学
校
給
食
に
有
機
無
農
薬
米
を

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

無会派
増田 望三郎

　

問 

本
市
は
な
ぜ
移
住
を
促
進
す
る
の
か
。

市
長 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
。
移
住
者
に
と
っ
て
も
、
子

育
て
や
自
然
豊
か
な
住
環
境
が
整
っ
た

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
。
双
方

に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

問 

農
地
付
空
き
家
は
、
家
庭
菜
園
を
や
っ

て
農
あ
る
暮
ら
し
を
送
り
た
い
都
会
か

ら
の
移
住
者
に
は
う
っ
て
つ
け
の
物
件
。

農
地
取
得
要
件
の
下
限
面
積
を
下
げ
て

非
農
家
で
も
取
得
可
能
に
で
き
な
い
か
。

農
林 

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
等
も
参
考
に

し
、
市
の
空
き
家
対
策
の
担
当
及
び
農

政
担
当
な
ど
の
関
係
部
局
と
慎
重
に
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

農
的
生
活
を
求
め
る
移
住
者
を
小
さ
な

農
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
、
農
地

付
空
き
家
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
空
き

家
活
用
、
農
地
保
全
、
移
住
促
進
と
満

足
の
い
く
暮
ら
し
と
い
う
一
挙
三
得
、

四
得
に
も
な
る
施
策
だ
が
。

市
長 

現
地
調
査
等
を
続
け
な
が
ら
、
農
業
委

員
会
を
含
め
た
関
係
部
局
と
協
議
す
る
。

　

問 

空
き
家
を
使
っ
て
の
創
業
は
資
金
的
な

手
軽
さ
も
あ
り
、
民
家
な
ら
で
は
の
個

性
的
な
店
が
生
ま
れ
る
。「
願
う
暮
ら
し

や
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
安
曇

野
」
を
掲か

か

げ
て
、
空
き
家
を
活
用
し
た

創
業
支
援
で
若
年
世
代
の
移
住
促
進
が

で
き
な
い
か
。

商
工 

研
究
し
て
い
く
。

　

問 

移
住
者
を
呼
び
込
む
空
き
家
活
用
に
つ

い
て
の
所
感
は
。

市
長 

重
点
施
策
で
あ
る
移
住
定
住
を
促
進
す

る
上
で
、
空
き
家
利
活
用
は
大
変
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
強
化
を
し
て
い
く
。

民
間
活
力
も
導
入
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
市
の
組
織
の
一
元
化
も
必

要
で
あ
り
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

空き家活用の事例
～関係人口を生み出すゲストハウス～

移
住
者
を
呼
び
込
む

空
き
家
活
用
の
提
案
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

輸
入
小
麦
か
ら
除
草
剤
成
分
の
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
学
校
給

食
の
パ
ン
に
も
輸
入
小
麦
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
物
質
は
発
が
ん
性
が
あ

る
と
さ
れ
、
世
界
で
は
使
用
削
減
、
禁

止
の
動
き
が
あ
る
。
子
ど
も
を
農
薬
の

害
か
ら
守
り
、
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
、
給
食
に
市
産
小
麦
の
使
用
を
。

教
部 

２
０
１
９
年
11
月
か
ら
の
給
食
用
パ
ン

の
外
国
産
小
麦
割
合
の
10
％
削
減
に
伴

い
、
市
産
小
麦
が
使
用
さ
れ
始
め
た
。

　

問 

さ
ら
に
割
合
を
下
げ
る
方
向
か
。

教
部 

他
都
道
府
県
も
そ
の
方
向
と
考
え
る
。

　

問 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
市
民
説
明
会
は

市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
慎
重
に
、

丁
寧
に
進
め
て
ほ
し
い
が
。

教
部 

準
備
が
整
い
次
第
、
説
明
会
を
開
く
。

　

問 

教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
ど
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
た
か
。

教
長 
小
中
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
時
間
外

勤
務
は
、
４
・
５
月
の
平
均
時
間
で
前
年

度
比
30
年
度
が
約
１
時
間
減
少
、
令
和

元
年
度
が
約
４
時
間
減
少
し
た
。
教
職

員
定
数
の
改
善
等
に
つ
な
が
る
教
育
予

算
の
大
幅
引
き
上
げ
を
、
様
々
な
機
会

に
国
や
県
に
要
望
し
て
き
た
。

　

問 

「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
導
入

の
法
律
が
成
立
し
た
。
８
時
間
が
当
た

り
前
の
労
働
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
、

教
職
員
に
適
用
す
る
余
地
は
な
い
が
。

教
長 

プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
分
析
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

制
度
の
導
入
は
、
教
職
員
の
労
働
時
間

を
増
や
す
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

教
長 

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

教
員
に
残
業
代
が
払
わ
れ
な
い
法
律
が

長
時
間
労
働
の
要
因
で
は
な
い
か
。

教
長 

検
討
し
た
い
。

市
産
小
麦
を
使
用
し
子
ど
も
を

農
薬
の
害
か
ら
守
れ

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

輸入小麦のグリホサート残留分析結果

　

問 

中
央
図
書
館
視
覚
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

の
登
録
者
数
と
利
用
者
数
の
推
移
は
。

教
部 

視
覚
障
が
い
者
の
登
録
者
は
20
人
で
、

そ
の
内
利
用
者
は
13
人
。
中
央
図
書
館

開
館
時
、
平
成
21
年
度
は
２
人
だ
っ
た

が
、
25
年
度
に
は
６
人
、
28
年
度
に
は

10
人
と
徐
々
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

　

問 

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
成
立
し
、
基

本
計
画
が
３
月
に
公
表
さ
れ
る
。
本
市

の
計
画
策
定
、
予
算
の
予
定
は
。

教
部 

図
書
館
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
計
画

策
定
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。
来
年
度

の
事
業
化
、
予
算
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

学
校
図
書
館
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
読
書
活
動
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
図
書
館
を
利
用
で
き

る
力
を
養
う
場
で
も
あ
る
。
学
校
司
書

の
配
置
、
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 

市
内
全
小
中
学
校
に
１
人
ず
つ
学
校
司

書
を
配
置
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

本
と
出
会
い
、
本
を
好
き
に
な
る
た
め

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
調
べ
学
習
の

支
援
、
読
み
聞
か
せ
、
図
書
委
員
会
へ

の
指
導
、
さ
ら
に
児
童
の
個
別
相
談
等

に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
求
め
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
、
図
書
の
質
・
量
の
充

実
、
環
境
整
備
に
努
め
、
司
書
教
諭
と

連
携
し
て
図
書
館
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
、
体
・
頭
・
心
の
成
長
が
促

う
な
が

さ
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

問 

未い
ま

だ
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画

を
策
定
し
て
い
な
い
自
治
体
は
数
少
な

い
。
早
急
に
計
画
策
定
す
べ
き
で
は
。

市
長 

埼
玉
県
三み

さ

と郷
市
は
日
本
一
の
読
書
の
ま

ち
を
宣
言
し
て
、
家
庭
や
学
校
で
の
読

書
を
推
進
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
し
、
近
年
人
口
が
増
加
し
て

い
る
。

障
が
い
者
や
児
童
の
図
書
館

利
用
に
関
し
て

政和会
遠藤 武文

中央図書館（穂高）
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議会だより あれこれ

昨
年
度
中
学
生
議
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
通
し
て

感
じ
た
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
当
日
ま
で
の
準
備
で
す
。
私

は
中
学
生
議
会
に
参
加
す
る
前
ま

で
は
、
議
会
当
日
ま
で
何
を
し
て
い
る
の
か
さ
え

も
考
え
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
当
日
ま
で
に
何
回

も
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
私
た
ち
が
よ
り

良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
議
会
に
向
け
て
た
く

さ
ん
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
と

て
も
難
し
く
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
で
す
が
、

そ
う
い
う
苦
労
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
議
会
が
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

中
学
生
な
ど
若
い
人
の
意
見
も
聞

き
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
議
員
の
皆
さ
ん
と
は
ま
た
ち
が
う
視
点

か
ら
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
頭
の
柔
ら

か
い
中
学
生
が
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、

な
か
な
か
解
決
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
問
題
が
意

外
と
あ
っ
さ
り
解
決
で
き
た
り
、
議
員
の
皆
さ
ん

が
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
り
す

る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

の
若
者
は
社
会
問
題
に
興
味
が
な
く
な
っ
て
い
る

と
授
業
で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
中
学
生
議
会
を
行
う
こ
と
で
、
少
し
で
も
若
い

人
た
ち
に
社
会
問
題
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
を
通
し
て
私
は
今
ま
で
は
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
仕

事
の
大
変
さ
や
、
自
分
の
生
活
は
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

想
い
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
こ
と

に
視
野
を
向
け
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　地方議員の任期は4年。中間地点で正副議長、委員
会構成が変わりました。広報特別委員会も新たな構成
となり、後期8回分の議会だより作りをスタートしま
した。編集も文章執筆もなかなか慣れませんが、「市民
のみなさんに安曇野市政と議会活動を届けたい！」と
いう一心でガンバリマス。

　今号の紙面を見て
もお分かりかと思い
ますが、安曇野市議
会は今、市行政に対
して政策提言を行う
政策集団へと脱皮し
ようとしています。

「行政提出の議案を追認するだけの議会」と地方議会
は揶

や ゆ

揄されることがありますが、我が市議会はそんな
ことはありません。安曇野市議会の奮闘を、議会だよ
りを通じて市民のみなさんに少しでも理解していただ
ける紙面づくりを心がけています。というわけで、議
会だよりを隅々まで読んでください。議会だよりモニ
ターも募集しています！
 議会広報特別委員会委員長　増田 望三郎

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦
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３月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

請願・陳情の締切は２月10日（月）午後５時です。それ以降の提出は
次の定例会での審議になります。ご注意ください。
開会時間は、本会議10：00～委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会報告会を開催します
日時 5月21日（木）
 第1回目　午後1時30分から
 第2回目　午後7時から
場所 豊科交流学習センター「きぼう」
　　　　 ２階　多目的交流ホール

議会からのお知らせ

私
は
、

最
後
に
、

日 月 土火 水 木 金

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

（建国記念の日）請願・陳情
締切

（振替休日）（天皇誕生日） 本会議
常任委員会

全員協議会
（予算説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会・
全員協議会

常任委員会
（経済建設）

全員協議会
（予算説明）

常任委員会
（福祉教育）

（春分の日）本会議
（閉会）

1410 11 12 13

本会議
（開会）

議会運営
委員会

全員協議会
152/9

本会議
議案質疑・
委員会付託

二
つ
目
は
、

一
つ
目
は
、
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